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戻り光や光注入により容易にカオス発振する
半導体レーザー（Laser Diode, LD）はカオス通
信などの応用に期待され 1,2，その軌道不安定性
をメッセージとするカオス通信手法 3では，そ
れを正義することが重要である。本研究では，
光注入するLD系で，各LDに異なる疑似ランダ
ム信号をLDの駆動電流に印加することにより，
カオス発振 LDの軌道不安定性を向上させるこ
とを確認するとともに，その出力を他の LDに
光注入することでその効果を抑制することが可
能であることを数値シミュレーションで示す。
外部共振器を持つドライブ LDを外部共振器
を持たない LD1に一方向に光注入し，LD1を
外部共振器を持つ LD2に一方向に光注入する
ようなレーザーカオス系を考える。さらに，ド
ライブ LDと LD1の駆動電流に疑似ランダム
信号を印加する。疑似ランダム信号の中間値は
いずれの LDでも等しく，標準偏差をそれぞれ
σD，σ1とし，σ1 = 0.10で固定する。その他の
パラメーターは各 LDで等しいものとする。こ
のとき，ドライブLDからLD1への光注入係数
κD→1と，ドライブ LDの戻り光係数 κfDの比を
考え，これとσDに対してLD1の軌道不安定性
を定量化する軌道拡大率 λ1を計算する（図 1）。
σDの増加に伴い λ1が増加していく。ドライブ
LDと LD1に標準偏差の異なる疑似ランダム信
号を加えることで，LDのパラメーターに摂動
を与えレーザーカオスの軌道不安定性を向上さ
せることが可能である。
これに対して，LD2の軌道拡大率 λ2 を図 2

に示す。ドライブLDからLD1への光注入係数
κD→1への光注入量に対して λ2は変化するもの
の，ドライブ LDの印加疑似ランダム信号の標
準偏差 σDに対してはほとんど変化しない。こ

れより LD2に光注入することによりドライブ
LDに印加した疑似ランダム信号の効果が抑制
されたことがわかる。なお，講演当日はLD1か
ら LD2への光注入の強さに対する考察も提示
する。

図 1: 光注入係数と印加信号の標準偏差に対す
る LD1の軌道拡大率

図 2: 光注入係数と印加信号の標準偏差に対す
る LD2の軌道拡大率
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